
 

船舶事故等調査報告書 

平成２５年６月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２横第１２６号 

事故等種類 衝突（護岸） 

発生日時 平成２４年７月２２日（日） １６時４５分ごろ 

発生場所 三重県志摩市深谷水道北口  

 深谷水道北口灯台から真方位１６６°２４０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１５.９′ 東経１３６°５１.５′） 

事故等調査の経過  平成２４年８月６日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）を指名した。  

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

水上オートバイ Ｒ Ｘ Ｔ
アールエックスティ

、０.２トン 

 不詳、個人所有 

 乗組員等に関する情報 操縦者、操縦免許不詳 

 死傷者等 軽傷 ３人（操縦者及び同乗者２人） 

 損傷 右舷船首部ゴムフェンダーが脱落、右舷船側に擦過傷 

 事故等の経過  本船は、操縦者が操縦し、同乗者２人を乗せ、可航幅約２２ｍの深

谷水道を約１０ノットの対地速力で遊走中にバランスを崩し、平成２

４年７月２２日１６時４５分ごろ同水道の護岸に衝突して乗船者３人

が擦過傷を負った。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 東南東、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 上げ潮の中央期 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

 本船は、深谷水道を遊走中、同水道の護岸に衝突したものと考えら

れるが、操縦者から情報を得られなかったため、衝突に至った状況を

明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、深谷水道を遊走中、同水道の護岸に衝突したこ

とにより発生したものと考えられる。 

 


